
　
避
難
時
は
、
脱
げ
に
く
い
運
動
靴
等

を
履
く
よ
う
に
し
、
単
独
行
動
は
危
険

な
の
で
、
で
き
る
だ
け
二
人
以
上
で
行

動
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一、
水
の
中
を

歩
く
際
は
、
長
い
棒
を
頼
り
に
し
、
両

手
が
使
え
る
よ
う
に
持
ち
物
は
リ
ュッ

ク
へ
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

　
浸
水
が
50 

cm（
大
人
の
膝
上
程
度
）以

上
の
場
合
、
外
出
で
の
避
難
行
動
は
危

険
と
な
り
ま
す
。
自
宅
や
頑
丈
な
建
物

の
で
き
る
だ
け
高
い
と
こ
ろ
へ
垂
直
避

難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
水
深
が
膝
よ
り

低
く
て
も
、
川
や
用
水
路
か
ら
溢
れ
た

水
で
足
を
す
く
わ
れ
て
流
さ
れ
ま
す
。

い
つ
も
使
っ
て
い
る
道
だ
か
ら
と
油
断

し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
沖
縄
県
内
で
は
、
６
月
中
旬
か
ら
の

大
雨
に
よ
っ
て
各
地
で
被
害
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
宜
野
湾
市
に
お
い
て
も
土

砂
崩
れ
や
、
道
路
が
冠
水
す
る
な
ど
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
台

風
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
ま
す
。
大
雨
に

よ
る
河
川
の
浸
水
や
、
暴
風
雨
に
よ
る

家
屋
へ
の
被
害
等
も
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。 

　
自
分
の
命
を
守
る
の
は
、自
分
の
行

動
で
す
。
風
水
害
の
危
険
を
理
解
し
、

い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

※

令
和
３
年
５
月
20
日
よ
り
「
避
難
情

報
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、
左

図
の
と
お 

り
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
一
度
確 

認
し
、
危
険
レ
ベ
ル
発
令

に
沿
っ
た
行
動
を 

と
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

風水害から身を守る 

　津波や地震等の災害により、家が被害を受けた場合、片付けや修理の前に、家の被
害状況を写真に撮って保存しておきましょう。 
　記録写真は、市町村からの罹災証明書を取得するのに役に立ちます。罹災証明書は
各種保険金や市町村からの災害見舞金の申請に利用されます。 
※倒壊しそうな家屋へは近づくことが危険な場合もございます。
　その際は罹災証明書の担当窓口へご相談ください。 

“家の被害状況を写真で記録しましょう”“家の被害状況を写真で記録しましょう”

被
害
を
受
け

た
と
き
最
初

に
す
る
こ
と

◀ 

問 防災危機管理室　☎８９２-３１５１ 
□浸水の高さがわかるように
□カメラなどで４方向から撮影 
✓
✓

撮影のポイント

家が被害を
受けたときは？
～最初にすること～ 

避難訓練および
防災啓発事業等の予定 

水
害
避
難
時
に 

　注
意
す
る
こ
と 

●9月7日（土） 
▶防災講座（避難所運営ゲーム） 

●11月上旬　　 
▶沖縄県広域地震・避難
 訓練 

●12月上旬 
▶宜野湾市地震・津波避
 難訓練 
▶消防フェアへの防災ブー
 ス出展予定 

●令和7年1月 
▶防災意識向上プロジェクト
（東日本大震災体験 者か
らの講話） 

 

警戒レベル
1

心構えを
高める

（気象庁が発表）

避難行動の
確認

（気象庁が発表）

避難に時間を
要する人は避難
（市町村が発令）

安全な場所へ
避難

（市町村が発令）

警戒レベル
2

危
険
な
場
所
か
ら

高
齢
者
は

避
難
！

危
険
な
場
所
か
ら

高
齢
者
は

避
難
！

危
険
な
場
所
か
ら

全
員
避
難
！

危
険
な
場
所
か
ら

全
員
避
難
！

［警戒レベル❺］（市町村が発令）は

警戒レベル
❸

警戒レベル
❹

既に災害が発生・切迫している状況です。
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～災害時における共助の大切さ～ 
　宜野湾市では全自治会に自主防災組織が設立されています。自主防災組織の
委員は、４月３日の津波警報の際に、高齢者など避難の支援が必要な方々の家に
行き、呼びかけ、サポートをするなど、必死に地域の方々を守る行動をしました。
また、海抜が高い地域にある自主防災組織は、公民館にて避難者の受け入れ、
サポートを行いました。このように、自治会や自主防災組織は、地域の方々を守
るために活動しています。ぜひ自治会や自主防災組織への加入、協力をし、地域
の共助の輪を広げて頂きますようお願い申し上げます。 

と 自主防災組織  自 治 会 

　
４
月
３
日
の
津
波
警
報
時
、
海
抜

の
低
い
地
域
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
か
ら

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
車
い
す
に
乗
っ
た
高

齢
者
を
老
人
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
が
必

死
に
避
難
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
避
難
者
を
大
謝
名
区
公
民
館
に

て
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
人
員
が
少
な
く
、
不
安
な
状

況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
と

き
、
大
謝
名
区
公
民
館
に
避
難
し
て

き
た
中
央
ガ
ス
工
業
の
従
業
員
の
皆

さ
ん
が
、
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者
約
20

人
を
公
民
館
ま
で
避
難
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。 

　
災
害
の
時
、

地
域
の
皆
さ
ん

や
事
業
者
の

皆 

さ
ん
の
助 

け

あ
う
お 

互
い
の

共 

助
の
大
切

 

さ
を
改
め
て
知

る
こ 

と
に
な
り

 

ま
し
た
。 

大謝名区 
眞志喜 初枝 自治会長 

　
津
波
警
報
発
令
時
、
上
大
謝
名
公

民
館
と
隣
の
さ
く
ら
公
園
へ
の
避
難

者
は
、
高
齢
者
や
保
育
園
の
園
児
、

学
童
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
で
３
０
０
名

ほ
ど
い
た
と
思
い
ま
す
。
自
主
防
災

委
員
や
公
民
館
利
用
者
と
一
緒
に
避

難
者
の
対
応
に
あ
た
り
、
公
民
館
を

開
放
し
、
麦
茶
や
菓
子
類
等
を
提
供

し
ま
し
た
。
車
で
の
避
難
が
多
く
混

雑
し
た
た
め
、
近
隣
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
車
両

の
進
入
が
と
ま
ら
ず
、真
志
喜
方
面
か

ら
上
が
っ
て
く
る
車
両
を
県
道
へ
迂
回

す
る
よ
う
協
力
依
頼
を
し
ま
し
た
。 

　
津
波
警
報
の
際
、
上
大
謝
名
公
民

館
に
は
こ
れ
だ
け
の
避
難
者
が
来
る
こ

と
、
ま
た
、
自
主
防
災
委
員
の
役
割

分
担
、
連
携
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

認
識
し
ま
し
た
。 

上大謝名  
大城 ちえ子  自治会長 

　
４
月
３
日
の
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
っ
た
時
、
自
主
防
災
会
の
委
員

で
、
避
難
が
で
き
て
い
な
い
高
齢
者
の

方
々
に
呼
び
掛
け
し
、
避
難
さ
せ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
途
中
に
避
難
が
で

き
て
い
な
い
方
か
ら
電
話
が
あ
り
、
自

治
会
長
で
あ
る
私
が
、
区
民
を
守
る

責
任
感
で
救
助
に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
の
途
中
で
会
っ
た
自
主
防
災
会
の

別
の
委
員
が
事
情
を
知
り
、
代
わ
っ

て
救
助
に
向
か
い
、
避
難
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
幸
い
に
津
波
の
到
達
は
な

く
、
被
害
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

日
頃
の
訓
練
や
地
域
と
の
繋
が
り
、

連
携
に
よ
る
共
助
で
お
互
い
を
支
え

あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
は
、
区

民
を
災
害
か
ら
守
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
是
非
自
治
会
へ

加
入
し
て
頂
き
、
い
ざ
災
害
の
時
の

共
助
の
輪
を
広
げ
ら
れ
た
ら
嬉
し
い

で
す
。
　 

伊佐区 
安良城 かつみ 自治会長 

公助 
行政による 
備えと対応 

自助 
自分の命は 
自分で守る それぞれの

連携が重要 

共助 
まちの安全は 
みんなで守る 

中央ガス工業の従業員 中央ガス工業の従業員 

と 津波警報時、自治会 が
　　　　　行ったこととは？ 
津波警報時、自治会 が
　　　　　行ったこととは？ 災 害 自 治 会 

市報  2024・8・95


